
令和５年５月１５日 

報道機関各位 

公益財団法人長岡市米百俵財団 

  

      ＡＩ時代を生き抜くために～今、必要な力とは～ 

米百俵デー市民の集いを開催します 
  
 長岡市米百俵財団と長岡市は、郷土の先覚者・小林虎三郎の「米百俵」の精神※１を次代

へ引き継ぎ、発展させていくため、毎年「米百俵デー市民の集い」を開催しています。 

 今年の記念講演会のテーマは、今話題の「ＡＩ」。「ＡＩvs.教科書が読めない子どもたち」

の著者がＡＩに負けないために必要なことを語ります。また、「米百俵未来塾」※２の令和４

年度修了生による活動報告も行います。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、周知にご協力いただくととも

に、当日はぜひ取材くださるようお願いします。 
 

第２８回 米百俵デー市民の集い 

１ 日 時  ６月３日（土）午後２時～４時 

２ 会 場  長岡リリックホール（長岡市千秋３丁目 1356-6） 

３ 参加者  約６００人 

４ 内 容  第一部 「米百俵未来塾」活動報告 午後２時から（３５分程度） 

令和４年度の米百俵未来塾に参加した小中学生（７人）が、その

活動成果やこれからの目標を発表します。 

第二部 記念講演会 午後２時４５分から（７０分程度） 

            テーマ：「ＡＩ時代を生き抜くために 

                ～今、必要な力とは～」 

  講 師：新井 紀子さん 

（国立情報学研究所 社会共有知研究センター 

           センター長・教授） 

            ※第二部 記念講演会講師に対する取材は 

できません。 

５ 申し込み ５月３１日（水）までに以下のサイト、またはお電話（0258-86-6008）で。 

https://logoform.jp/form/P5EF/248586 

６ そ の 他 当日の内容などの詳細は、別添のチラシをご覧ください。 

※１「米百俵」の精神 
戊辰戦争で焼け野原となった長岡藩に、三根山藩（現在の新潟市西蒲区）から贈られた百俵の救援米。 
小林虎三郎は、この米を売却し、国漢学校の整備資金の一部にあて、優れた人材を育成しました。 
長岡市米百俵財団では、この「米百俵」の精神を受け継ぎ、次代を担う人材育成に取り組んでいます。 

※２米百俵未来塾 
人材育成に取り組む市内６団体と連携し、未来を担う子どもたちの新たな学びの場として、令和元
年度から開催。令和４年度は、塾生２５人が「米百俵」の精神をはじめ郷土長岡を学ぶ講座のほか、
スポーツや国際交流など、多面的な連続講座を通して視野を広げ、自らの学びにより未来を切り拓
く力を育みました。 

 
 問い合わせ：公益財団法人長岡市米百俵財団事務局 間嶋 

（ミライエ長岡企画推進室内） 
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